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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
椿
?
の
成
長
記
録
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
３
９
４
Ｔ

【
作
者
名
】

　
恭
弥

【
あ
ら
す
じ
】

　
俺
、
菊
田
龍
太
郎
は
楚
歌
学
園
高
校
に
通
う
極
普
通
の
１
年
生
。
・
・
・
だ

っ
た
の
に
。
幼
馴
染
は
妙
に
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
だ
し
陸
上
部
は
厳
し
い
し
・
・
・

そ
し
て
一
番
は
。
猫
耳
少
女
の
、
あ
い
つ
に
会
っ
た
せ
い
だ
。
お
か
げ
で
俺
の

人
生
は
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
だ
よ
、
全
く
。
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出
会
い
。

俺
の
名
前
は
菊
田
龍
太
郎
。
楚
歌
学
園
高
等
部
の
１
年
生
だ
。

ち
な
み
に
頭
は
そ
こ
ま
で
良
く
も
な
い
し
悪
く
も
な
い
。
運
動
も
好
き
な
よ
う

な
嫌
い
な
様
な
・
・
・
。

つ
ま
り
簡
潔
に
言
う
と
微
妙
な
奴
だ
っ
て
こ
と
だ
。

今
日
も
そ
ん
な
俺
は
、
楚
歌
学
園
に
通
う
。

鞄
を
背
負
う
様
に
も
ち
、
片
手
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
歩
く
。
そ
し
て
「
ふ
ぁ

～
あ
」
と
大
欠
伸
。

そ
ん
な
俺
の
肩
を
ポ
ン
と
叩
い
て
き
た
の
は
、
幼
馴
染
の
愛
梨
華
だ
っ
た
。

愛
梨
華
は
色
白
で
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
積
極
的
な
タ
イ
プ
だ
。

「
よ
ぉ
、
愛
梨
華
。
」

「
お
は
よ
う
、
龍
太
郎
。
今
日
は
い
つ
も
よ
り
早
い
ね
。
」

あ
ぁ
、
そ
う
だ
な
。
と
頷
く
。
と
言
っ
て
も
も
う
７
時
５
０
分
だ
が
。
こ
の
学

校
の
最
終
登
校
時
間
は
８
時
１
０
分
。

い
つ
も
は
８
時
５
分
ご
ろ
か
チ
ャ
イ
ム
着
席
に
も
至
ら
な
い
俺
だ
か
ら
な
、
は

は
は
。

「
と
こ
ろ
で
、
龍
太
郎
は
部
活
決
め
た
？
」

「
ん
～
そ
う
だ
な
。
俺
は
今
の
と
こ
陸
上
部
か
な
？
愛
梨
華
は
？
」

「
わ
た
し
？
ほ
ほ
～
お
。
よ
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
！
演
劇
部
で
～
す
よ
ぉ

！
」

テ
ン
シ
ョ
ン
高
ぇ
な
、
相
変
わ
ら
ず
。
愛
梨
華
は
Ｖ
サ
イ
ン
し
て
答
え
た
。

「
で
ね
で
ね
、
演
劇
部
今
度
白
雪
姫
の
劇
や
る
の
！
」

「
ふ
ぅ
ん
、
凄
い
じ
ゃ
ん
。
」

「
そ
う
な
の
！
だ
か
ら
ガ
ン
バ
ろ
～
・
・
・
っ
て
。
ヤ
バ
い
、
遅
刻
し
ち
ゃ
う

！
龍
太
郎
！
」

「
俺
は
後
か
ら
行
く
か
ら
先
行
け
よ
。
」

そ
う
俺
は
言
っ
て
踵
を
し
て
遠
ざ
か
る
愛
梨
華
の
背
中
を
見
送
っ
た
。
そ
ん
な

時
だ
っ
た
。
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「
に
ゃ
あ
～
。
」

と
、
確
か
に
俺
の
耳
に
聞
こ
え
た
の
は
。
猫
の
声
だ
。
だ
が
猫
は
見
当
た
ら
な

い
。

俺
は
一
つ
先
の
細
道
を
覗
い
た
。
そ
こ
に
は
。

“
惹
老
化
は
彼
方
の
自
由
で
す
”
と
か
か
れ
た
段
ボ
ー
ル
。

い
や
、
こ
の
段
ボ
ー
ル
も
か
な
り
意
味
深
な
の
だ
が
・
・
・
そ
れ
よ
り
中
身
だ
。

猫
の
声
が
し
た
は
ず
だ
。
。
・
・
・
う
ん
。
猫
耳
に
尻
尾
・
・
・
な
の
に
俺
く

ら
い
の
身
長
で
サ
ラ
サ
ラ
の
長
い
髪
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
猫
耳
少
女
。
こ
れ
は
・
・
・
ど
、
ど
、
ど
う
い
う
状
況
な
の

だ
～
！
！
！

「
に
ゃ
ん
に
ゃ
あ
。
」

…
…
…
…
い
や
！
に
ゃ
ん
に
ゃ
あ
。
じ
ゃ
な
く
て
！
君
は
一
体
・
・
・
。

「
人
間
な
の
・
・
・
？
」

聞
い
て
み
る
。
す
る
と
猫
耳
少
女
は
立
ち
上
が
り
、
俺
の
目
を
ま
っ
す
ぐ
見
つ

め
て
言
っ
た
。

「
そ
う
。
わ
た
し
は
人
間
。
に
ゃ
あ
。
」
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出
会
い
。
（
後
書
き
）

ど
う
も
、
作
者
の
恭
弥
で
す
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
風
に
書
き
ま
す
。
誤
字
脱
字
、

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
ど
う
か
大
目
に
見
て
下
さ
い
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

椿?の成長記録。

2011年10月9日02時42分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n2394t/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n2394t/

